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就任年次一覧」は計 146 人のデータ、附表 2「省掾出

















































成 22 年正月 25 日 15 時より主査・副査全員により、
内容に就いての疑義、特にその研究意義と次代以降の
官僚制との関係などに関する質疑応答があったが、論
文提出者はそのすべてに渡り明解に解答し、提出論文
の高い水準と当人の学力の高さが示された。以上によ
り学位請求論文は合格と判断した。
なお、外国語の能力は論文提出者の経歴と論文内容
から判断し、十分なものと判断した。
終わりに論文提出者は大正大学綜合仏教研究所にお
けるモンゴル仏教研究班においてモンゴル語文献の翻
訳に参加してモンゴル語に精通していることも付記し
ておく。
